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関
川
村
に
は
、
20
人
の
民
生
委

員
と
２
人
の
主
任
児
童
委
員
が
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
民
生
委
員
・
児
童
委

員
は
地
域
住
民
の
抱
え
る
悩
み
ご

と
や
地
域
で
発
見
し
た
課
題
を
解

決
す
る
た
め
に
、
行
政
へ
の
働
き

か
け
、
専
門
機
関
の
紹
介
、
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
や
連
絡
な
ど

の
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
誰
も
が
安
心
し
て
住
み

続
け
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め

に
、
地
域
住
民
や
関
係
機
関
・
団

体
と
連
携
、
協
力
し
て
地
域
の
絆

づ
く
り
を
進
め
、
地
域
福
祉
の
充

実
の
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
今
回
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
の

頼
れ
る
相
談
役
が
ど
の
よ
う
な
活

動
を
し
て
い
る
か
を
紹
介
し
て
い

き
ま
す
。

◇
民
生
委
員
の
仕
事

　
行
政
や
専
門
機
関
と
つ
な
ぐ
パ

イ
プ
役

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地

域
住
民
の
よ
き
相
談
相
手
と
な
り
、

問
題
が
生
じ
た
場
合
に
適
切
な
機

関
に
橋
渡
し
を
す
る
﹁
パ
イ
プ
役
﹂

と
し
て
支
援
を
行
っ
て
い
る
方
で

す
。
ま
た
、
無
報
酬
で
、
活
動
に

生
じ
た
必
要
実
費
の
み
が
支
払
わ

れ
ま
す
。

︻
活
動
内
容
︼

見
守
り
・
相
談

　
高
齢
者
宅
の
訪
問
、
一
人
暮
ら

し
高
齢
者
世
帯
の
見
守
り
、
介
護

に
関
す
る
相
談
、
児
童
虐
待
や
学

校
で
の
い
じ
め
の
相
談
な
ど

そ
の
他

　
地
域
事
業
へ
の
参
加
、
社
会
福

祉
協
議
会
と
の
協
働
事
業
な
ど

　
村
の
審
査
を
経
て
厚
生
労
働
大

臣
が
委
嘱

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
任
期

は
１
期
３
年
で
す
。
１
期
ご
と
に

改
選
し
、
委
嘱
さ
れ
ま
す
。

　
村
の
審
査
を
経
て
、
新
潟
県
が

審
査
し
、
最
終
的
に
は
厚
生
労
働

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
す
。

　
誰
に
相
談
し
た
ら
い
い
か
わ
か

ら
な
い
、
近
く
の
人
に
話
し
に
く

い
と
感
じ
た
ら
民
生
委
員
・
児
童

委
員
に
相
談
を
！

　
暮
ら
し
の
中
で
生
じ
る
様
々
な

問
題
。
家
族
や
当
事
者
で
解
決
で

き
れ
ば
よ
い
の
で
す
が
、
あ
ま
り

抱
え
込
ん
で
し
ま
う
と
状
況
が
悪

化
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
は
、
ぜ
ひ
民
生
委
員

・
児
童
委
員
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

よ
り
良
い
暮
ら
し
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
様
々
な
機
関
や
制
度
、
サ
ー
ビ

ス
が
あ
り
ま
す
。
委
員
は
、
問
題

解
決
す
る
適
切
な
機
関
へ
と
橋
渡

し
を
し
て
い
き
ま
す
。

︻
守
秘
義
務
︼

　
委
員
に
は
、﹁
守
秘
義
務
﹂
が
あ

り
、
皆
さ
ん
の
相
談
内
容
を
他
人

に
漏
ら
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

誰
が
、ど
う
や
っ
て
な
る
の
？

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は
？

こ
ん
な
こ
と
で
困
っ
た
と
き
に
は

委
員
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
！

地
域
の
絆
を
つ
く
る

　
　
　

民
生
委
員
・
児
童
委
員

み

な

さ

ん

の

相

談

役

佐
藤
啓
助
さ
ん
︵
朴
坂
︶

　
在
任
期
間
　

　
　
平
成
14
年
４
月
〜
現
在

　
ど
ん
な
問
題
で
も
気
楽
に
相
談

を
し
て
く
だ
さ
い
。
地
域
の
方
が

相
談
し
て
く
れ
た
時
に
﹁
必
要
と

さ
れ
て
い
る
﹂
こ
と
が
実
感
で
き
、

や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

　
私
た
ち
の
役
目
は
、
問
題
を
直

接
解
決
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
適

切
に
関
係
機
関
に
つ
な
ぐ
こ
と
で

す
。
大
勢
の
皆
さ
ん
に
民
生
委
員

・
児
童
委
員
の
仕
事
を
知
っ
て
も

ら
い
、
周
囲
に
困
っ
て
い
る
人
が

い
た
ら
情
報
を
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
地
域
の
頼
れ
る
存
在
で
い
ら
れ

る
よ
う
日
々
の
活
動
を
続
け
て
い

き
ま
す
。

▶
高
齢
者
宅
の
訪
問
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
橋
か
ず
子

安
角
・
大
石
・

金
俣

川

又

忠

一

上
川
口
・
蔵
田
島
・

久
保
・
鮖
谷


橋
の
ぶ
子

大
島
・
橋
場

大

沼

雅

嘉

山
本
・
幾
地
・

鍬
江
沢
・
上
土
沢
・

下
土
沢

近

　

祐

治

上
関
本
村

佐
藤
袈
裟
之

下
関
︵
下
地
区
︶

鈴

木

久

子

下
関
︵
中
地
区
︶

菅
原
百
合
子

下
関
︵
上
地
区
︶

横

山

富

男

四
ケ
字
全
域

渡

辺

栄

子

雲
母
・
六
本
杉
・

下
川
口
・
荒
川
台
・

大
内
渕

須

貝

信

夫

高
田
・
桂
・

平
内
新

近

　

文

男

小
見
・
小
見
前

新
田
・
上
野
山
・

滝
原
・
松
平
・

松
ヶ
丘

河

内

　

正

沢
・
湯
沢

五
十
嵐
岳
雪

高
瀬

今

　

幸

子

金
丸
・
八
ツ
口

狩

野

省

子

沼
・
片
貝
・
聞
出

佐

藤

清

美

主
任
児
童
委
員

　
　
︵
村
全
域
︶


橋
か
な
江

主
任
児
童
委
員

　
　
︵
村
全
域
︶

佐

藤

啓

助

南
中
・
宮
前
・

蛇
喰
・
朴
坂

須

貝

朝

子

中
束
・
田
麦
千
刈

渡

邉

隆

治

小
和
田
・
上
新
保
・

蕨
野
・
上
野

照

井

祐

子

上
野
新
・
深
沢
・

上
野
原
・
若
山

　
平
成
29
年
に
、
民
生
委
員
制
度

創
設
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
こ
と

を
広
く
地
域
の
皆
さ
ん
に
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
く
た
め
、
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
と
一
体
と
し
た
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
幸
せ

の
め
ば
え
を
示
す
四
つ
葉
の
ク
ロ

ー
バ
ー
を
バ
ッ
ク
に
、
民
生
委
員

の
﹁
み
﹂
の
文
字
と
児
童
委
員
を

示
す
双
葉
を
組
み
合
わ
せ
、
平
和

の
シ
ン
ボ
ル
の
鳩
を
か
た
ど
っ
て
、

愛
情
と
奉
仕
を
表
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
１
０
０
年
の
歴
史
を
表
す

﹁
１
０
０
﹂
の
文
字
と
﹁
こ
れ
か

ら
も
地
域
と
と
も
に
﹂
と
い
う
キ

ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
加
え
、
こ
れ
ま

で
地
域
と
と
も
に
１
０
０
年
間
歩

ん
で
き
た
実
績
を
背
景
に
、
こ
れ

か
ら
も
ず
っ
と
地
域
の
方
々
と
共

に
歩
み
続
け
る
と
い
う
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
想
い
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
12
月
１
日
付
け
で
改
選
が
行
わ

れ
、
22
人
の
皆
さ
ん
が
厚
生
労
働

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
民

生
委
員
・
児
童
委
員
を
紹
介
し
ま

す
。
　
　※

氏
名
と
担
当
地
区

地
域
の

民
生
委
員・児
童
委
員
を

　
　
　ご
存
じ
で
す
か
？
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村職員の給与・人数などを公表します村職員の給与・人数などを公表します
　村職員の給与や職員数などについて、村民の皆さんに知ってい

ただくため「関川村人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」

に基づいて公表します。
問い合わせ先
　総務課総務班　☎64−1476

１．人件費の状況（平成27年度普通会計決算）

※普通会計には、水道職員などの公営企業にかかる経費は含まれていません。

２．職員給与費の状況（平成27年度普通会計決算）

３．職員の給料などについて

※1．職員手当には退職手当を含みません。
　2．職員数は平成27年４月１日現在の水道職員などの公営企業を除いた人数です。

※経験年数とは、採用前に民間企業での勤務経験などがある場合にはその期間を換算し、採用後の年数に加算した年数をいいます。

※年次有給休暇は、一の年ごとに20日付与され（途中採用者を除く。）、20日を越えない
　範囲内の残日数は、翌年に繰り越すことができる。（上記の全期間を在職した一般職員）

（１）平均給料月額（それぞれ当該年の４月１日現在）

４．職員の勤務条件の状況
年次有給休暇の取得状況（平成27年１月１日から平成27年12月31日まで）

（３）学歴や経験年数の違いによる平均給料月額

（２）特別職の報酬等の状況（平成28年４月１日現在）

（４）初任給（平成28年４月１日現在）

住民基本台帳人口
（H28.1 .1現在） 歳出額（Ａ）

職員数（Ａ）

区分

区　　分
10年以上
15年未満

15年以上
20年未満

20年以上
25年未満

25年以上
30年未満

30年以上
35年未満 35年以上

経験年数

一般行政職

平均年齢

高校卒

大学卒 398,900円

387,400円

281,600円

−

−

281,800円

350,400円

347,100円

272,800円

324,600円

297,400円

239,100円

292,100円

272,100円

−

250,800円

234,700円

−技能労務職

一　般

行政職

区　分 関川村

大学卒 176,700円
平均取得日数

8.5

消化率

21.5％
144,600円

142,000円

高校卒

高校卒技能労務職

一　般

行政職

平均給料月額

技能労務職 区　分

給

料

報

酬

月　　額 期末手当

平均年齢 平均給料月額

Ｈ28 40.2歳 287,400円

6,042人

96人 319,821千円 35,035千円 119,766千円 474,622千円 4,944千円

4,980,427千円 745,513千円 15.0％ 16.9％

53.0歳 274,700円

Ｈ27 40.8歳 293,400円 52.0歳 273,800円

村　長 630,000円

（27年度 支給割合）
3.15月分

副村長 520,000円

教育長 480,000円

議　長 255,000円

副議長 188,000円

議　員 168,000円

一人当たり給与費
（Ｂ）／（Ａ）給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

給　　　与　　　費

人件費（Ｂ）
人件費率

（Ｂ）/（Ａ）
（参考）

26年度の人件費率

村職員の給与・人数などを公表します

Ｈ28
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８．部門別職員数の状況

６．職員手当の状況
（１）扶養手当など

７．職員研修の状況（H27年度実績）

（１）研修の状況（階層別研修・専門研修）

（２）時間外勤務手当

区分

扶
養
手
当

住
居
手
当

通
勤
手
当

期
末
・
勤
勉
手
当

退

職

手

当

管
理
職
手
当

一
　
般
　
行
　
政

合　　計

部門
区分 職　員　数

差引 主な増減理由
Ｈ28

特
別
行
政

公
営
企
業
等

内　　　　容

配偶者　　　　　　　　　　　　　　　　　13,000円
その他　　　　　　　　　　　　　　　　 各6,500円
子（16歳年度初め〜22歳年度末）　　　 加算5,000円

借家　月額12,000円を超える家賃を支払っている
　　　職員に対し、家賃の額に応じて　最高27,000円

通勤距離が２㎞以上である職員に支給
・交通機関利用者
　　　負担している運賃額に応じて　　最高55,000円
・交通用具使用者
　　　通勤距離に応じて　 2,000円から最高24,500円

平成27年度支給割合
　　　　　　　　　 期末手当　　　　勤勉手当
　　６月期　　　　1.225月分　　　　0.750月分
　　12月期　　　　1.375月分　　　　0.850月分
　　　計　　　　　　2.6月分　　　　　1.60月分
職制上の段階・職務の級などによる加算措置あり

（支給率）H27年度　自己都合　 　　勧奨・定年
　　勤続20年　　　　20.445月分　　　25.55625月分
　　勤続25年　　　　29.145月分　　　34.5825月分
　　勤続35年　　　　41.325月分　　　49.59月分
　　最高限度額　　　49.59月分　　　 49.59月分
・その他の加算措置
　　定年前早期退職特例措置（２％〜20％加算）
　　（退職時特別昇給なし）

管理職に対して職務の級等に応じて定額を支給
　　課長・局長　　　　　　38,800円
　　参事　　　　　　　　　31,000円

平成27年度

平成26年度

支給実績

職員１人当たり
平均支給年額

支給実績

職員１人当たり
平均支給年額

1,362万2千円

13万8千円

1,041万3千円

10万円

実施主体 研修名 受講者数

課長級研修

税務事務基礎研修

徴収事務基礎研修

出納事務・決算事務基礎研修

新地方公会計事務研修

クレーム対応力強化研修

説明力向上研修

段取り力向上研修

業務改善研修

法制執務

民法

発想力・企画力を高める

人事評価者基礎研修

評価者の面談力向上研修

ファシリテーター養成入門講座

部下指導力向上研修

保育士のためのコミュニケーション力向上研修

新採用職員研修

4

2

2

1

2

3

3

2

1

1

1

1

8

1

2

1

1

5

新潟県自治研修所

新潟県市町村
総合事務組合

（２）関川村主催研修（職員研修講座）

研　修　名 受講者数

「きらりと光る地方創生」
「学校」DVD観賞①
「学校」DVD観賞②
関川村の遺跡について

「夢の扉+スーパー公務員」DVD観賞

「差別っていったいなんやねん」
　山口県人権啓発センター
　　　　　　川口事務局長

確定申告、滞納処分
有害鳥獣について

「マイナンバーについて」
趣味の雑学講座

「東北発未来塾」DVD鑑賞

「関川村の可能性」
　県村上地域振興局　田辺局長

4月
5月
6月
7月
8月

9月

10月
11月
12月
1月
2月

3月

42
34
27
34
34

47

32
18
42
40
28

35

議　　会 2 0

総務企画 22 0

税　　務 7 0

農林水産 11 0

商　　工 3 0

土　　木 5 0

民　　生 23 0

衛　　生 10 1

小　　計 83 1

教　　育 14 0

その他増1

その他増1、業務増1

※教育長含む

消　　防 0 0

小　　計 14 0

病　　院 4 0

水　　道 1 0

下 水 道 1 0

そ の 他 11 2

小　　計 17 2

114

Ｈ27
2

22

7

11

3

5

23

9

82

14

0

14

4

1

1

9

15

111 3

５．一般行政職の職員数の状況

※保育・技能労務職員などは含まれていません。

区 　 分

代表的な職名

職 員 数

構 成 比

５級

課長・局長・参事

７人

10.4％

４級

主　幹

７人

10.4%

６級

課長・局長

１人

1.5%

３級

主査・副主幹

30人

44.8%

２級

主　任

７人

10.4%

１級

主事・主事補

15人

22.5%

計

67人

100％

　給与の概要は平成28年４月１日現在の
「給与実態調査」などによるものです。
　なお、詳しくは村のホームページにも
掲載する予定です。

http://www.vill.sekikawa.niigata.jp/
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シリーズ

キラリと光る

地方創生
《関川版》

7

　
村
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
は
長
い

歴
史
が
あ
り
ま
す
。
昭
和
58
年
に

﹁
霧
出
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
︵
当
時
は

霧
出
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
協
議
会
︶﹂

が
設
立
し
、
そ
の
後
15
年
を
か
け

て
順
次
９
地
区
で
組
織
化
さ
れ
ま

し
た
。
全
国
的
に
は
平
成
の
大
合

併
後
に
こ
の
よ
う
な
動
き
が
活
発

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
村
で
の
動

き
は
先
進
的
な
も
の
で
し
た
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た

も
の
と
な
っ
て
お
り
、
精
力
的
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

し
か
し
、﹁
催
し
を
行
っ
て
も
役
員

し
か
集
ま
ら
な
い
﹂﹁
さ
ま
ざ
ま
な

組
織
が
あ
る
が
、
顔
ぶ
れ
が
同
じ
﹂

と
言
っ
た
声
も
聞
こ
え
て
い
ま
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
は
構
成
集

落
数
や
範
囲
な
ど
条
件
が
異
な
っ

て
い
て
、
課
題
も
地
区
に
よ
っ
て

さ
ま
ざ
ま
。
活
動
の
過
渡
期
を
迎

え
て
い
る
地
区
も
あ
り
ま
す
。

　
地
域
が
元
気
で
あ
り
続
け
る
た

め
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
役
割
は
、

ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
現
状
を
見
つ
め
直
し
て

こ
れ
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
あ
り
方
を
考
え
て
い
た
だ
く
た

め
、
村
主
催
に
よ
る
学
習
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
学
習
会
は
、
11
月
に
都
岐
沙
羅

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー
︵
村
上

市
︶
か
ら
講
師
を
招
き
、
３
地
区

キラリと光る

地方創生
《関川版》

に
分
け
て
開
催
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

役
員
な
ど
９
地
区
合
わ
せ
て
約
90

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
各
地
区
・

集
落
の
人
口
構
造
や
人
口
推
計
を

全
国
や
村
上
市
と
比
較
し
な
が
ら

現
状
を
確
認
。
買
い
物
対
策
や
高

齢
者
の
見
守
り
事
業
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
る
先
進
地
の
状
況
を
学

び
ま
し
た
。

　
ま
た
、
学
習
会
で
は
参
加
者
同

士
で
の
意
見
交
換
も
行
い
、﹁
住
民

ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
が
有
効
﹂﹁
先
進
地
視
察

を
行
っ
た
ら
ど
う
か
﹂﹁
集
落
行
事

を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
ま
と
め
て
行

っ
た
ら
ど
う
か
﹂
な
ど
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

　
村
で
は
、
学
習
会
の
開
催
や
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
支
援
な
ど
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
相
談
し
な
が
ら
こ

れ
か
ら
の
活
動
に
つ
い
て
一
緒
に

考
え
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

「コミュニティ」

●事業のポイント

　・イベント型から課題解決型へ

　　（行事は無理のない範囲で続け、買い物対策など課題解決に力

　　　を入れる）

　・高齢者にはできるだけ長く元気でいてもらう。（活躍の場づくり）

　・少数派である若者の意見はていねいに聴く。多数派である中高

　　齢者層に埋没しないように。

　・子どもたちが誇りに思える地域づくり（行事等）を行う。

≪取組み事例≫

　・移動販売者を誘致（巡回コースや時間の設定は地域が行う）

　・高齢者宅の見守りを、市から受託した水道検針と一緒に実施

　・地域住民が購買計画を立てて商店を買い支え

　・野菜の集荷作業をJAから請負い、介護予防事業として実施

　人口減少が急激に進んでいる西日本の地域を中心に「地域の生活

を守る」先進的な活動が行われています。事業を行っているのは、

自治運営組織（関川村のコミュニティのような組織）。住民ニーズ

をしっかりと把握したうえで、さまざまな事業に取り組んでいます。

住みよい暮らし
産業の振興 地方

創生

▲村民会館で行われた学習会の様子

　
高
齢
化
が
急
速
に
進
行
す
る
な
か
、
村
の
諸
団
体
と
の
協
働
は

不
可
欠
で
す
。
と
く
に
集
落
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
協
働
に
よ
る

む
ら
づ
く
り
へ
の
期
待
は
い
っ
そ
う
増
し
て
い
ま
す
。
村
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
が
自
主
性
を
尊
重
し
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

が
で
き
る
よ
う
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
相
談
し
な
が
ら
多
面
的
に

支
援
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

活
動
の
過
渡
期
！？

こ
れ
か
ら
の
活
動
を
考
え
る

先進地に学べ! !

つ

き

さ

ら
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後期高齢者医療制度に関する問い合わせ先　住民福祉課福祉保険班　☎6 4－ 1 4 7 1

Vol .８　医療費と介護保険サービス利用料が高額になったとき
（高額介護合算療養費の支給）

　１年間の医療費と介護保険サービス利用料の自己負担額を合計した金額が、定められた限

度額を超えた場合は、その超えた分が『高額介護合算療養費』として支給されます。

　支給の対象となる方には、広域連合から支給申請案内を送付します。

　★高額介護合算療養費は、支払った自己負担額の割合で、後期高齢者医療制度と介護保険

　　制度、それぞれの保険者から支払われます。

　★対象期間は、毎年８月１日から翌年７月31日までの１年間です。

自己負担限度額

平成27年８月１日〜

平成28年７月31日

67万円

56万円

31万円

19万円

所得区分（※注）

現役並み所得者

一　般

住民税

非課税世帯

区分Ⅱ

区分Ⅰ

★注意！

　対象期間の途中に、後期高齢者医療制度に新たに加入した方（75歳になるなど）が同一世帯にいる

場合は、申請手続きのご案内が、広域連合から発送できないことがあります。支給対象になると思わ

れる場合には、住民福祉課福祉保険班までお問い合わせください。

★高額療養費や高額介護サービ

　ス費として払い戻された額は

　含みません。

★所得区分は、基準日（平成28

　年７月31日もしくは、資格喪

　失日の前日）所得に応じて適

　用されます。

★同一世帯であっても、後期高齢者医療

　制度の被保険者以外の家族の自己負担

　額を合計することはできません。また、

　食事代や居住費などは含みません。

★世帯の総支給額が500円以下の場合に

　は支給されません。

自己負担限度額（年額）

支給対象者について

　同一世帯の後期高齢者医療制度の被保険者で、

対象期間内に次の①と②の条件を、どちらも満た

す場合に、支給の対象となります。

世帯で「医療費」と「介護保険

サービス利用料」の両方で自己

負担がある。

①の自己負担額の合計が、下表

の自己負担限度額を超える。

①

②



下関Ａチーム初優勝！

8広報せきかわ　2016・12月号

　11月３日、第44回村民駅伝競走大会が開催され、16チームから160人のランナーが力走を見せました。

川北Ａチームの10連覇達成か、それともそれを阻止するチームが現れるのか注目の大会となりました。

当日はスタートから強い雨が降り、近くが霞むほどの悪コンディションの中でしたが、どの選手も日頃の

練習の成果を発揮。雨にも負けない力強い走りでタスキをつなぎました。

　大会は、４区で先頭に立った川北Ａチームが最終区へトップでタスキをつなぎ、ついに10連覇達成かと

思われましたが、粘り強く最終区まで２位で追ってきた下関Ａチームが最後のアンカー勝負を制して初

優勝を飾りました。

１区（2.7㎞）　　山本　尚人（川北Ａ・小見）　　９分24秒
２区（4.3㎞）　　渡邉　勇和（上関Ａ・上関）　　13分51秒
３区（3.1㎞）　　須貝　理志（四ケ字Ａ・勝蔵）　９分13秒　※区間新
４区（1.7㎞）　　須貝　　崇（川北Ａ・上関）　　５分50秒
５区（2.1㎞）　　近　　祐希（川北Ａ・高田）　　７分23秒
６区（3.8㎞）　　渡辺　　隆（上関Ａ・上関）　　13分16秒
７区（3.5㎞）　　平田　達哉（川北Ａ・平内新）　12分12秒
８区（4.6㎞）　　岡田　康明（下関Ａ・下関）　　16分07秒
９区（2.9㎞）　　石井　仁平（川北Ａ・滝原）　　11分04秒
10区（3.3㎞）　　髙橋　礼人（下関Ａ・下関）　　11分07秒

１位　下関Ａ　　１時間53分43秒
２位　川北Ａ　　１時間53分58秒
３位　霧出Ａ　　２時間01分23秒
４位　上関Ａ　　２時間02分13秒
５位　女川　　　２時間05分21秒
６位　川北Ｂ　　２時間07分14秒
７位　四ケ字А　２時間07分48秒
８位　湯沢　　　２時間09分26秒

９位　九ケ谷　　２時間09分44秒
10位　下関Ｂ　　２時間10分04秒
11位　七ケ谷А　２時間10分54秒
12位　霧出Ｂ　　２時間15分09秒
13位　上関Ｂ　　２時間27分34秒
14位　下関Ｃ　　２時間32分16秒
15位　四ケ字Ｂ　２時間36分35秒

チーム記録

区間記録賞

　該当する選手を村教育委員

会が表彰しました。

　受賞者は次のとおり。

　　　　　　　　　＊敬称略

◆連続35回出場選手
　田　村　弥　一（高田）

◆通算30回出場選手
　伊　藤　寿　和（久保）

◆連続15回出場選手
　平　田　友　一（上土沢）

◆通算10回出場選手
　渡　邉　浩　之（上関）

　金　　　昭　吉（辰田新）

　市　井　浩　明（山本）

　平　田　　　大（小見）

連続・通算出場表彰者
＊敬称略

第44回 村民駅伝競走大会

（オープン参加　七ケ谷Ｂ　２時間26分08秒）
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全
国
等
大
会
入
賞
・
出
場
選
手

︱ 

ゴ
ル
フ 

︱

▽
瀬
賀
　
百
花

　
　
︵
下
関
・
開
志
国
際
高
校
３
年
︶

＊
希
望
郷
い
わ
て
国
体
個
人
戦
優
勝
、
団
体

　
戦
準
優
勝

︱ 

柔
道 

︱

▽
小
池
　
陽
菜

　
　
︵
下
関
・
新
潟
第
一
高
校
３
年
︶

＊
平
成
28
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

　
会
柔
道
競
技
の
部
出
場

▽
小
池
　
優
佳

　
　
︵
下
関
・
関
川
中
学
校
１
年
︶

＊
平
成
28
年
度
全
国
中
学
校
体
育
大
会
柔
道

　
競
技
の
部
出
場

︱ 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル 

︱

▽
伊
藤
　
　
領

　
　
︵
辰
田
新
・
開
志
国
際
高
校
２
年
︶

＊
平
成
28
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

　
会
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
大
会
第
５
位

︱ 

陸
上
競
技 

︱

▽
船
山
　
勝
雄

　
　
︵
勝
蔵
・
自
営
業
︶

＊
第
37
回
全
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
競
技
選

　
手
権
大
会
選
抜
リ
レ
ー
準
優
勝

︱ 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス 

︱

▽
丹
内
　
幸
雄

　
　
︵
金
丸
・
新
潟
ト
キ
め
き
︶

＊
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
長
崎
２
０
１
６
優
秀
賞

北
信
越
大
会
入
賞
・
出
場
選
手

︱ 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

︱

▽
山
口
　
雄
大

　
　
︵
蛇
喰
・
村
上
桜
ヶ
丘
高
校
３
年
︶

▽
渡
辺
　
海
斗

　
　
︵
下
関
・
村
上
桜
ヶ
丘
高
校
３
年
︶

＊
平
成
28
年
度
北
信
越
高
等
学
校
バ
レ
ー
ボ

　
ー
ル
選
手
権
大
会
出
場

︱ 

柔
道 

︱

▽

橋
　
　
孟

　
　
︵
下
関
・
東
京
学
館
新
潟
高
校
３
年
︶

＊
平
成
28
年
度
北
信
越
高
等
学
校
柔
道
選
手

　
権
大
会
個
人
戦
出
場

▽

橋
　
　
郁

　
　
︵
下
関
・
新
発
田
農
業
高
校
１
年
︶

＊
平
成
28
年
度
北
信
越
高
等
学
校
柔
道
選
手

　
権
大
会
団
体
戦
出
場

︱ 

サ
ッ
カ
ー 

︱

▽
米
野
　
万
尋

　
　
︵
上
関
・
関
川
小
学
校
５
年
︶

▽
天
木
　
輝
生

　
　
︵
下
関
・
関
川
小
学
校
５
年
︶

▽
堀
　
　
新
太

　
　
︵
沢
・
関
川
小
学
校
５
年
︶

▽
近
　
　
朋
之

　
　
︵
大
島
・
関
川
小
学
校
５
年
︶

＊
Ｊ
Ｃ
カ
ッ
プ
Ｕ
11
少
年
少
女
サ
ッ
カ
ー
大

　
会
第
２
位

︱ 

野
球 

︱

▽
渡
邉
　
寛
大

　
　
︵
下
関
・
村
上
桜
ヶ
丘
高
校
１
年
︶

＊
平
成
28
年
度
北
信
越
高
等
学
校
野
球
選
手

　
権
大
会
出
場

県
大
会
入
賞
選
手

︱ 

陸
上
競
技 

︱

▽
山

　
彩
水

　
　
︵
下
関
・
関
川
小
学
校
６
年
︶

＊
第
41
回
少
年
少
女
親
善
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
長

　
岡
大
会
女
子
小
学
６
年
の
部
第
３
位

︵
種
目
・
８
０
０
ｍ
︶

▽

橋
　
怜
奈

　
　
︵
下
関
・
関
川
小
学
校
５
年
︶

＊
第
41
回
少
年
少
女
親
善
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
長

　
岡
大
会
女
子
小
学
５
年
の
部
第
２
位

︵
種
目
・
８
０
０
ｍ
︶

︱ 

柔
道 

︱

▽
渡
邉
　
椿
樹

　
　
︵
下
関
・
関
川
小
学
校
５
年
︶

＊
全
国
小
学
生
学
年
別
柔
道
大
会
県
予
選
個

　
人
戦
第
３
位

平成28年度

関川村体育協会
優秀選手表彰

11月３日
＊成績は主なもの
　順不同・敬称略
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社
会
人
野
球
の
名
門
ヤ
マ
ハ
に
所
属
し
、
投
手
と
し
て

活
躍
し
て
い
る
伊
藤
直
輝
さ
ん
が
、
そ
の
年
の
社
会
人
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
チ
ー
ム
を
決
め
る
﹁
第
42
回
社
会
人
野
球
日

本
選
手
権
﹂
に
出
場
し
、
チ
ー
ム
の
初
優
勝
に
貢
献
し
ま

し
た
。

　
今
大
会
準
決
勝
の
大
阪
ガ
ス
︵
大
阪
︶
戦
で
は
、
６
回

か
ら
継
投
し
、
相
手
打
線
に
追
加
点
を
許
さ
な
い
好
投
で
、

チ
ー
ム
を
決
勝
進
出
に
導
き
ま
し
た
。

　
伊
藤
投
手
は
、
日
本
文
理
高
校
か
ら
東
北
福
祉
大
学
に

進
み
ま
し
た
が
、
３
年
次
に
右
肘
の
靭
帯
を
部
分
断
裂
。

ケ
ガ
に
苦
し
む
大
学
時
代
を
経
験
し
、
ヤ
マ
ハ
に
入
社
。

大
学
時
代
か
ら
の
ケ
ガ
の
リ
ハ
ビ
リ
に
励
ん
で
迎
え
た
入

社
３
年
目
の
今
年
、
見
事
に
復
活
を
遂
げ
ま
し
た
。

　
伊
藤
投
手
は
、﹁
ま
だ
優
勝
の
実
感
が
湧
い
て
こ
な
い

が
、
目
標
に
し
て
い
た
日
本
一
に
な
れ
て
嬉
し
い
。
来
年

は
都
市
対
抗
野
球
で
も
優
勝
出
来
る
よ
う
に
練
習
し
て
、

今
度
は
優
勝
投
手
に
な
り
た
い
﹂
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
日
本
文
理
高
校
を
県
勢
初
の
準
優
勝
に
導
い
た
２
０
０

９
年
か
ら
７
年
、
挫
折
を
経
験
し
な
が
ら
も
遂
に
日
本
一

に
輝
い
た
伊
藤
投
手
。
こ
の
活
躍
に
村
の
野
球
関
係
者
は
、

更
な
る
舞
台
で
の
姿
に
期
待
を
募
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

伊 藤 直 輝 投手（上関出身）
社会人野球日本選手権  ヤマハ（静岡）初優勝に貢献

祝日本
一！

▲優勝報告に訪れた伊藤直輝投手
　11月11日　於：村長室

　
今
回
新
た
に
ま
つ
り
を
盛
り
上

げ
た
の
は
、
関
川
中
学
校
の
も
ち

米
販
売
と
も
ち
米
料
理
に
よ
る
お

も
て
な
し
コ
ー
ナ
ー
で
し
た
。

　
今
年
度
、
関
川
中
学
校
で
は
キ

ャ
リ
ア
教
育
と
し
て
郷
土
愛
を
育

む
学
習
に
取
り
組
み
、
５
月
に
Ｊ

Ａ
や
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得

て
、
も
ち
米
の
田
植
え
を
行
い
ま

し
た
。
農
林
業
ま
つ
り
に
合
わ
せ
、

収
穫
し
た
も
ち
米
を
使
っ
た
料
理

を
地
域
の
皆
さ
ん
に
提
供
し
、
日

ご
ろ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ま

し
た
。

　
事
前
に
講
習
を
受
け
て
準
備
し

た
お
も
て
な
し
料
理
の
﹁
お
は
ぎ
﹂

﹁
山
菜
お
こ
わ
﹂﹁
し
ょ
う
ゆ
団
子
﹂

な
ど
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
な
く

な
る
大
盛
況
で
し
た
。

　
も
ち
米
の
販
売
を
し
た
齊
藤
日
向

さ
ん
︵
１
年
・
下
関
︶
は
、﹁
笑
顔

で
販
売
が
で
き
、
皆
さ
ん
に
喜
ん

で
も
ら
え
て
う
れ
し
か
っ
た
﹂
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
10
月
30
日
、
村
の
農
林
物
産
を
集
め
た
﹁
関
川
村
農
林
業
ま
つ
り
﹂

が
、
ふ
れ
あ
い
ど
〜
む
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
つ
り
で
は
、
新
鮮
な
野
菜
や
山
菜
な
ど
秋
の
味
覚
が
ず
ら
り
と
並

び
、
６
千
人
が
訪
れ
る
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
よ
さ
こ
い
や

県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場
し
た
中
学
４
校
合
同
吹
奏
楽
部
の
演
奏
、

鮭
つ
か
み
ど
り
大
会
や
福
ま
き
も
行
わ
れ
、
訪
れ
た
皆
さ
ん
は
秋
の
イ

ベ
ン
ト
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　
鮭
の
つ
か
み
取
り
に
参
加
し
た
小
学
４
年
生
の
田
島
彩
江
さ
ん
︵
村

上
市
︶
は
、﹁
鮭
の
顔
が
怖
か
っ
た
け
ど
、
つ
か
め
て
良
か
っ
た
。
楽
し

い
１
日
で
し
た
﹂
と
話
し
く
れ
ま
し
た
。

〜
関
川
中
が
お
も
て
な
し
コ
ー
ナ
ー
出
店
〜

関
川
村
農
林
業
ま
つ
り

ひ
ゅ
う
が
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　米沢街道地域づくり検討会（米野紀男会長・上

関）は、４年前から企画検討を進めてきた「花と

花木による癒しの村プロジェクト」に11月10日着

手しました。この構想は、えちごせきかわふるさ

とトンボ池（下川口河川公園）およびその周辺一

帯に年間を通じ、花の咲く木や紅葉する木、昆虫

の好む木を植える計画で、５〜６年で600本の植

樹を予定。

　今回はその記念すべきスタートで、会員11名が

集まり、トンボ池の東屋付近にサルスベリ72本の

植樹と標柱の設置を行いました。

　このプロジェクトを企画した佐藤勝利さん（大

島）は、「この一帯を花木でいっぱいにして、大勢

の人に来てもらえることを夢見てスタートした。

無理をしないで時間をかけて、我々の時代には見

ることが出来ないかもしれないが、後世のために

進めていきたい」と話していました。

　11月４日の放課後、緑の少年団員12名（小

学４年生）が、秋の味覚であるなめこの収穫を

体験しました。毎年４月になめこの駒打ち体験

を行っていて、今年も30本程度行いました。

　この日は、昨年までに駒打ちをしたものから

発生したなめこを収穫。指導員から採取に関し

て「木を動かさないこと」、「根元から採ること」

「なめこ以外のキノコは採らないこと」などの

説明を受けた後、４班に分かれて収穫しました。

　バケツいっぱいに収穫した大島来騎くん（上

野新）は「最初、失敗してカサの部分しか採れ

なかった。おじいちゃんが近くの山で作ってく

れるから、たくさん食べている。なめこ汁が一

番好き」と話していました。

　収穫体験後には前もって収穫して下ごしらえ

されたものが配られ、みんな喜んでいました。

なめこ採り体験を実施！
〜 緑の少年団小学４年生 〜

　
10
月
23
日
、
水
害
を
想
定
し
た

村
内
一
斉
の
大
規
模
防
災
訓
練
が

行
わ
れ
、
村
民
や
消
防
団
、
自
衛

隊
、
消
防
署
員
な
ど
約
１
５
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
村
内
一
斉
の
防
災
訓
練
は
隔
年

で
行
わ
れ
、
今
年
が
２
回
目
。
メ

イ
ン
会
場
を
持
ち
回
り
で
開
催
し

ま
す
。
避
難
訓
練
で
は
、
荒
川
の

水
位
が
上
昇
し
、
内
水
氾
濫
の
危

険
性
が
高
ま
っ
た
と
し
て
水
害
を

想
定
し
た
訓
練
が
行
わ
れ
、
避
難

勧
告
発
令
後
、
村
指
定
の
避
難
所

６
か
所
へ
避
難
し
ま
し
た
。

　
避
難
訓
練
終
了
後
に
は
、
メ
イ

ン
会
場
の
女
川
ふ
れ
あ
い
自
然
の

家
で
防
災
訓
練
を
実
施
。
図
上
訓

練
や
救
命
法
講
習
な
ど
の
ほ
か
、

自
衛
隊
と
消
防
団
女
性
部
に
よ
る

炊
き
出
し
訓
練
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
防
災
訓
練
終
了
後
に
は
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
地
域
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
柏
崎
の
会
田
理
恵
子
さ
ん
が

﹁
防
災
の
こ
こ
ろ
構
え
自
主
防
災

組
織
に
つ
い
て
﹂
と
題
し
て
講
演
。

﹁
心
、
家
、
家
族
、
近
所
、
地
域

の
備
え
が
大
切
。
地
域
で
顔
の
見

え
る
関
係
を
作
っ
て
お
く
こ
と
が

い
ざ
災
害
と
な
っ
た
時
に
大
切
に

な
る
﹂
と
中
越
大
震
災
や
中
越
沖

地
震
の
体
験
を
交
え
、
災
害
に
備

え
る
心
構
え
に
つ
い
て
話
を
し
て

く
れ
ま
し
た
。

心
の
備
え
が
大
切
！

大
規
模
防
災
訓
練
実
施

花と花木による癒しの村
プロジェクト

〜 米沢街道地域づくり検討会 〜

花と花木による癒しの村
プロジェクト

〜 米沢街道地域づくり検討会 〜

らい き
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　電源立地地域対策交付金は、発電用施設の設

置や運転の円滑化を図るため、発電用施設が立

地する市町村に交付されるものです。当村は鷹

ノ巣発電所が対象施設になっています。

　今年度は、この交付金を活用し、傷みが激し

かった村道六本杉金俣線の補修工事を行いまし

た。来年度以降も交付金の趣旨に沿った事業を

実施していく予定です。

　昭和23年12月10日に国連総会において「世界人権

宣言」が採択されました。国連はこれを記念して12

月10日を「人権デー（Human Rights Day）と定め、

加盟各国に人権尊重思想の普及高揚のための取り組

みを実施するよう呼びかけています。

　日本でも毎年12月４日からの１週間を「人権週間」

と定め、全国的に人権啓発活動を行っています。

　人権に関する相談をお受けします！【※敬称略】

　　石山　キン（下川口　☎６４−１１９４）

　　田村　健一（平内新　☎６４−１５４６）

　　渡邉のり子（　沢　　☎６４−２７２６）

■と　き　12月10日（土）〜12日（月）

　　　　　10時〜15時

■ところ　村上プラザ

　　　　　１階セントラルコート

■内　容　人権標語コンテスト入選作品の紹介、

　　　　　人権擁護委員活動紹介パネル展、啓

　　　　　発グッズの配布など

■主　催　村上人権擁護委員協議会

　　　　　新潟地方法務局村上支局

《問い合わせ先》新潟地方法務局村上支局

　　　　　　　　☎５３−２３９０

人権啓発活動展示会を開催します！

関川村の人権擁護委員

みんなで築こう  人権の世紀
～ 考えよう  相手の気持ち  未来へつなげよう  違いを認め合う心 ～

12月4日から12月10日は人権週間です12月4日から12月10日は人権週間です12月4日から12月10日は人権週間です

冬の交通事故防止運動冬の交通事故防止運動

飲酒運転の根絶
　飲酒運転は死亡事故につ

ながる危険が高くなります。

家庭や職場でも飲酒運転の

危険性・悪質性を常に考え、

飲酒運転を根絶しましょう。

歩行者の保護
　ドライバーは車を運転するときは早めのライト

点灯と、上向きライトをこまめに活用し、交差点

付近や横断歩道付近では歩行者の発見に努め、慎

重な運転を心がけてください。

夜光反射材の着用推進
　夜光反射材は、ライトの光を反射して、歩行者

の存在をドライバーに知らせる優れものです。

　ドライバーに自分

の姿を早めに見つけ

てもらうためにも夜

光反射材を活用しま

しょう。

12月11日（日）〜12月20日（火）まで

冬の交通事故防止運動

冬の道　人も心も　ゆずりあい

《運動の重点》

電源立地地域対策交付金を活用
村道の補修工事を
　　　　　行いました！

工事後の村道六本杉金俣線（六本杉地内）
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平
成
28
年
12
月
１
日
か
ら

衣
類
の「
取
扱
い
表
示
」が
変
わ
り
ま
す

問い合わせ先：村上市消費生活センター　☎53−2 1 1 1　又は、188番（いやや）

　　　　　　　　36年間教員として勤められ、

　　　　　　　平成17年からの２年間は、村

上小の校長を務められ、教育に力を注いでこ

られました。また、県の義務教育課長として

も教育行政に尽力されました。

瑞宝双光章
元公立小学校長

渡 邉 伸 榮 さん（上関）

　　　　　　　　永年にわたり関川村議会議

　　　　　　　員として在職し、平成21年か

らの６年間は、議長職を務められました。そ

の間、新潟県町村議会議長会の副会長も務め

られ、地方自治の発展に寄与されました。

旭日双光章
元村議会議員

 橋 八 男 さん（大石）

秋の叙勲 平成28年11月３日付　発令

瑞宝単光章
<消防功労>

元村上市消防司令

板 越 善 俊 さん（幾地）

瑞宝単光章
<防衛功労>

元３等空尉

加 藤 　 隆 さん（内須川）

　長年にわたり、警察官、自衛官、消防署員などの危険性の高い仕事で貢献された人に贈

られる危険業務従事者叙勲。

　このたび村内で２名が受章されました。おめでとうございます。

危険業務従事者叙勲 平成28年11月３日付　発令

　
平
成
28
年
12
月
か
ら
衣
類
等
の
繊
維
製
品
の
洗
濯
表
示
が
、
こ
れ
ま

で
の
日
本
独
自
の
も
の
か
ら
、
国
際
規
格
と
同
じ
絵
表
示
に
変
わ
り
ま

す
。

　
新
し
い
洗
濯
表
示
は
、
記
号
の
デ
ザ
イ
ン
が
変
更
さ
れ
た
だ
け
で
な

く
、
種
類
が
増
え
、
記
号
内
に
付
加
記
号
や
数
字
が
使
わ
れ
る
な
ど
、

こ
れ
ま
で
の
も
の
と
は
見
た
目
も
考
え
方
も
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

　
国
内
外
で
洗
濯
表
示
が
統
一
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
海
外
で
購
入
し

た
繊
維
製
品
の
取
扱
い
な
ど
を
円
滑
に
行
え
る
な
ど
消
費
者
の
利
便
性

が
高
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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第66回 新潟県競書大会入選作品
　第66回新潟県競書大会において、佐藤綾音さん（朴坂）が小学生の部で最高の新潟県知事賞を受賞しま

した。その表彰式が10月23日（日）に新潟県立近代美術館で開催され、県知事賞を受賞した佐藤さんが表彰

を受けました。

　また、準特選に佐藤にこさん（下関）、木島遥風さん（沢）、船山優心さん（勝蔵）の３作品が選ばれまし

た。受賞されたみなさんおめでとうございます。　＊敬称略

　◆主　催　新潟県書道教育研究会

　◆応募数　県内の小・中学校、高校から16,853点（小学校11,142点　中学校1,450点　高校4,261点）

喜
び
の
声

　﹁
習
字
、
最
高
の
賞
と
っ
た
よ
。﹂

　
受
賞
の
知
ら
せ
を
校
長
先
生
か
ら
聞
い
た
時
は
、
信
じ
ら

れ
な
い
気
持
ち
と
う
れ
し
い
気
持
ち
が
こ
み
上
げ
て
来
ま
し

た
。
そ
し
て
、
家
に
帰
り
家
族
に
受
賞
の
こ
と
を
伝
え
る
と

家
族
も
信
じ
ら
れ
な
い
様
子
で
し
た
。

　
今
回
の
課
題
の
﹁
の
﹂
と
い
う
字
が
難
し
か
っ
た
で
す
が
、

夏
休
み
に
コ
ツ
コ
ツ
練
習
し
、
最
後
に
は
納
得
の
い
く
字
に

仕
上
が
り
ま
し
た
。
次
の
書
き
初
め
大
会
も
が
ん
ば
り
た
い

で
す
。

佐
　
藤
　
綾
　
音

　
　
︵
関
川
小
６
年
・
朴
坂
︶

新
潟

県
知
事
賞

木 島 遥 風
（関川小４年・沢）

佐 藤 に こ
（関川小６年・下関）

準　
　

特　
　

選

船 山 優 心
（関川小３年・勝蔵）

ま　　なか はる　　せ
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学校 お知らせからのからの

今月は関川小学校からの紹介

　関川小学校には、伝統を引き継いでいる龍泉太

鼓クラブがあり、６年生を中心に４年生と共に活

動しています。

　クラブ発表の場として、おおいしダム湖畔祭り

や文化祭、村民芸能祭などがあります。高瀬ふる

さと会館を練習場所として、川﨑哲也様からご指

導をいただき、子どもたちは、発表会へ向けて技

能を高めています。

　現在、５年生のクラブ員がいないのが悩みです

が、次年度以降も素晴らしい「龍泉太鼓」の音色

が引き継がれることでしょう。

 

　11月11日（金）に、４年生が新潟へ出かけ、新

潟小学校と交流活動を行いました。

　７月に、新潟小学校が来校し、交流したことを

きっかけに、今回は関川小学校が訪問しました。

新潟小学校の取組である「古町スイーツ」の発表

を聞いた後、懐かしい友達と交流を深めました。

　昼食後、N E X T 21で両校が自分たちの学校や

地域のよさをアピールし、その後、４年生は、小

大蛇を担いで古町近辺を練り歩きました。４年生

の元気な声が街に響いていました。

伝統を引き継ぐ「龍泉太鼓」！

仕　様

　ニッサンシビリアン・マイクロバス　29人乗り、

　オートマチック、2WD、平成17年式、排気量4.89

　Ｌ（ディーゼル）、型式PA-AHW41、走行距離 ①231,885㎞

　②223,973㎞、車検期限 平成29年３月27日

申込条件

　　▷法人の場合：村内に事業所を有すること。

　　▷個人の場合：村内に住所を有すること。

　　▷引渡し後21日以内に登録抹消手続き及び車両

　　　に表示されている村章、スクールバスの表示、

　　　「関川村教育委員会」の文字を抹消すること。

申込方法　入札用紙（教育課にあります）に住所、

　　　　　氏名、金額等を記入し、封筒に入れて提

　　　　　出してください。

申込締切　12月15日（木）17時

そ の 他　実車の確認可能（関川村村民会館）

　　　　　売買契約、引渡、手続き及びその費用は、

　　　　　全て買主の負担となります。

　　　　　予定価格に満たないときは、落札となり

　　　　　ませんのでご了承ください。

問い合わせ・申し込み先　

　関川村教育委員会 教育課学校教育班 ☎64−1491

スクールバス（２台）を
　　　　　払い下げします

　11月15日、第71回国民体育大会におけるゴル

フ女子個人戦優勝をたたえ、瀬賀百花さん（開志

国際高校３年・下関）に新潟県教育委員会教育長

から表彰状が贈られました。

　受賞おめでとうございました。

瀬賀百花さんに
　新潟県教育委員会表彰

新潟小学校と
交流活動を行いました！
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健康せきかわ21健康せきかわ21健康せきかわ21

年末年始の食生活

　忘年会やクリスマス、新年会と食べたり飲んだりする機会が多い年末年始は、１年のうちで暴飲暴食が

心配な時期です。また寒いとつい運動量も減りがちで、「年末太り」になってしまうことも多いようです。

新年を迎え、体調を良好に保つためには、いつも以上に食生活に気を使い、意識して体を動かすことが大

切です。

１．食べ過ぎに注意

　お正月は食事の量や回数が増え、食べ過ぎにつながりやすいので注意しましょう。

☆　たくさん作りすぎない

　　料理をまとめて作ってしまうと、傷まないうちに消費しようとしてついつい食べ過ぎてしまいます。１回

　の食事に必要な量だけ作るようにすることがコツです。

☆　必ず食卓で食事をする

　　ソファーやこたつなどで食べてしまうと間食の癖がついてしまいます。また姿勢が悪い状態での食事にな

　ることから、満足感が得られないことに加え、消化・吸収も悪くなってしまいます。

☆　自分の量を取り分けてから食べる

　　大皿に料理を盛って各自で取り分けて食べるようにしてしまうと、自分がどのくらいの量を食べたのか把

　握できなくなるのであまりお勧めできません。自分が食べる量だけ最初にお皿に取り分け、目に見える形に

　していただくことが、食べ過ぎ防止につながります。

☆　よく噛んで食べる

　　食欲を抑えてくれる物質が脳内から分泌されることにより、食べ過ぎを防ぎます。

２．栄養と時間のバランスを心がける

　食事は１日３食が基本です。栄養バランスのとれた食事を３食同じくらいの量、規則正しくとっていただく

ことが大切です。まとめ食いや大食いは身体に大きな負担をかけてしまうので控えるようにしましょう。

３．野菜を十分にとりましょう

　野菜は毎食とりたいものです。野菜に多く含まれる食物繊維は、食後血糖値が急激に上がり、血管が傷つく

のを抑えてくれます。おせちなどの正月料理だけでは、特に緑黄色野菜が不足するので、お浸しや煮物、サラ

ダなどを１品加えましょう。生野菜が沢山食べられないというときには、火を通して加熱することでたっぷり

食べることができます。

～ ここがポイント お正月料理メニュー集 ～
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坂
町
病
院
に
赴
任
し
て

　
地
域
医
療
を
や
っ
て
い
て
思
う
こ
と

新
潟
県
立
坂
町
病
院
内
科
医
長
　
黒

川

　

允

　
先
日
、
研
修
医
の
指
導
医
の
資

格
を
と
る
べ
く
講
習
会
に
参
加
し

ま
し
た
。
そ
の
中
で
﹁
魅
力
あ
る

研
修
を
う
け
て
も
ら
う
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
作
る
﹂
た
め
の
テ
ー
マ
に
﹁
地

域
医
療
研
修
﹂
が
あ
っ
た
の
で
す

が
、﹁
大
学
病
院
で
働
い
て
い
る
医

師
が
多
い
グ
ル
ー
プ
に
は
向
い
て

い
な
い
テ
ー
マ
だ
﹂
と
か
、﹁
人
が

少
な
い
医
療
過
疎
地
域
の
経
験
が

な
い
﹂
と
話
す
人
が
い
ま
し
た
。

ど
う
も
僻
地
診
療
＝
地
域
医
療
と

思
っ
て
お
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

　
確
か
に
、
高
齢
者
が
多
い
僻
地

診
療
で
は
、
病
院
外
の
﹁
生
活
﹂

の
問
題
へ
の
対
応
も
求
め
ら
れ
、

そ
れ
故
に
介
護
関
係
に
も
詳
し
く

な
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

は
地
域
医
療
の
一
端
に
過
ぎ
ま
せ

ん
。
地
域
医
療
と
は
、﹁
あ
る
地
域

に
住
ん
で
い
る
住
民
が
抱
え
る
医

療
の
問
題
を
解
決
す
る
医
療
﹂
と

考
え
ま
す
︵
図
を
参
照
く
だ
さ
い
︶。

　
実
例
を
挙
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

私
が
新
潟
大
学
病
院
で
勤
務
し
て

い
た
時
の
話
で
す
が
、
昨
今
の
大

学
病
院
は
、
諸
々
の
事
情
で
県
央

地
区
か
ら
の
救
急
車
の
受
け
入
れ

も
必
要
で
す
。
そ
の
中
に
肺
炎
治

療
後
に
自
立
し
た
生
活
が
困
難
に

な
り
在
宅
調
整
に
入
っ
た
患
者
が

い
ま
し
た
が
、
患
者
の
家
族
は
﹁
新

潟
市
だ
と
急
患
の
相
談
が
で
き
る

か
ら
新
潟
市
内
の
施
設
を
探
し
た

い
﹂、﹁
今
ま
で
住
ん
で
い
た
○
○

地
区
と
△
△
病
院
は
急
患
を
受
け

な
い
か
ら
︵
患
者
を
︶
戻
せ
な
い

し
、
私
た
ち
も
戻
り
た
く
も
な
い
﹂

と
、
納
得
で
き
る
主
張
を
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
一
方
で
、
大
学
病
院

は
極
め
て
高
度
な
検
査
な
ど
受
け

る
入
院
予
約
待
ち
の
患
者
が
多
数

お
り
、
泣
く
泣
く
入
院
予
定
の
患

者
は
延
期
し
て
も
ら
い
、
在
宅
調

整
を
ゆ
っ
く
り
行
え
る
転
院
先
を

検
索
し
、
幸
い
に
も
新
潟
市
内
の

療
養
病
院
に
転
院
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
新
潟
市
と
県
央
地
区
が
抱

え
る
﹁
急
患
の
受
け
入
れ
﹂
と
﹁
退

院
後
の
安
心
で
き
る
生
活
の
確
保
﹂

と
い
う
各
々
の
地
域
医
療
の
問
題

と
言
え
ま
す
。
と
い
う
わ
け
で
、

大
学
で
働
い
て
い
て
も
必
ず
地
域

医
療
に
携
わ
っ
て
お
り
、
単
に
自

覚
が
な
い
だ
け
と
私
は
思
い
ま
す
。

　
私
が
坂
町
に
き
て
半
年
た
ち
ま

し
た
が
、
言
い
方
を
変
え
れ
ば
半

年
し
か
こ
の
地
域
に
住
ん
で
い
ま

せ
ん
。
こ
の
病
院
が
カ
バ
ー
す
る

医
療
圏
の
住
民
が
困
っ
た
こ
と
に

対
し
、
ま
ず
は
耳
を
傾
け
ど
ん
な

ニ
ー
ズ
が
あ
り
ど
う
対
応
す
べ
き

か
を
日
々
模
索
し
て
お
り
ま
す
。

地
域
医
療
の
実
践
に
は
病
院
だ
け

で
な
く
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を

は
じ
め
と
し
た
介
護
関
係
に
携
わ

る
方
々
の
能
力
も
重
要
で
す
。
１

つ
で
も
欠
け
る
と
患
者
と
家
族
は

安
心
で
き
る
生
活
は
確
保
で
き
ず
、

そ
う
な
る
と
、
そ
の
地
域
の
住
民

は
そ
の
地
域
か
ら
離
れ
て
し
ま
う
、

あ
る
い
は
離
れ
ざ
る
を
得
な
く
な

る
と
私
は
考
え
ま
す
。

＊
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
お
問
い
合

　
わ
せ
は
、
県
立
坂
町
病
院
へ
。

　
　
　
　

☎
６
２
︱
３
１
１
１

健

康

講

座

健

康

講

座

健

康

講

座

140

関
川
村
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信


地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
役
場
庁
舎
内
１
階
　
☎
６
４
︱
１
４
７
３

推
進
、
高
齢
者
の
社
会
参
加
に

加
え
、
地
域
で
地
域
を
支
え
る

仕
組
み
の
構
築
等
に
つ
い
て
も

充
実
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
課

題
で
す
。

　
第
７
期
の
事
業
計
画
を
策
定

す
る
に
あ
た
り
、
高
齢
者
の
生

活
状
態
、
保
健
・
福
祉
・
介
護

に
対
す
る
意
識
や
意
向
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
関
わ
る

ニ
ー
ズ
の
把
握
等
を
目
的
と
し

て
、
今
年
度
中
に
実
態
調
査
を

実
施
い
た
し
ま
す
。
こ
の
調
査

は
、
村
の
全
体
状
況
や
課
題
を

把
握
し
、
計
画
に
反
映
す
る
た

め
の
最
も
重
要
な
調
査
と
な
り

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

※
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

　
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
、
自
分
ら
し
く
最
期
ま
で
暮

ら
せ
る
よ
う
、
医
療
・
介
護
・

生
活
支
援
・
介
護
予
防
・
住
ま

い
が
一
体
と
な
り
高
齢
者
を
支

え
る
仕
組
み
。

　
介
護
保
険
制
度
に
お
い
て
は
、

３
年
に
一
度
事
業
計
画
を
作
成

し
介
護
サ
ー
ビ
ス
量
の
推
計
等

を
行
う
と
と
も
に
、
介
護
保
険

料
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
事
業

計
画
は
、
高
齢
者
の
状
況
だ
け

で
な
く
、
社
会
全
体
の
動
向
も

反
映
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
順
次

見
直
し
や
変
更
が
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
現
在
の
計
画
は
第
６
期

と
な
り
︵
平
成
27
か
ら
29
年
度
︶、

団
塊
の
世
代
が
︵
75
歳
︶
後
期

高
齢
者
と
な
る
平
成
37
年
︵
２

０
２
５
年
︶
を
見
据
え
た
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
※
の
構
築

に
重
点
が
お
か
れ
ま
し
た
。

　
第
７
期
計
画
︵
平
成
30
か
ら

32
年
度
︶
は
、
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
推
進
を
基
本
に
、

高
齢
者
の
単
身
世
帯
・
高
齢
者

の
み
の
世
帯
の
増
加
、
認
知
症

高
齢
者
の
増
加
な
ど
に
よ
る
社

会
保
障
給
付
費
の
増
加
と
い
っ

た
高
齢
社
会
の
進
行
に
即
し
た

計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
村
で
も
、
介
護
予
防
の

介
護
保
険
事
業
計
画
と

　
　
　
　
実
態
調
査
に
つ
い
て
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秋
の
晴
れ
間
に
自
宅
作
業
場
前

に
ワ
ラ
を
並
べ
て
乾
か
す
松
浦
光

枝
さ
ん
︵
久
保
︶
は
、
猫
ち
ぐ
ら

を
作
り
始
め
て
８
年
に
な
る
ベ
テ

ラ
ン
で
す
。
今
年
は
雨
続
き
で
購

入
し
た
ワ
ラ
が
乾
い
て
い
な
か
っ

た
め
、
束
を
ほ
ど
い
て
５
把
ご
と

に
乾
か
し
て
い
ま
し
た
。
年
間
で

１
４
０
０
把
を
使
用
す
る
た
め
、

乾
か
す
こ
と
は
大
変
な
作
業
。
こ

の
日
は
、
並
べ
た
ワ
ラ
の
状
態
を

確
認
し
な
が
ら
、
器
用
な
手
つ
き

で
編
み
こ
ん
で
い
ま
し
た
。

　
松
浦
さ
ん
は
、
９
年
前
に
Ｕ
タ

ー
ン
で
新
潟
市

か
ら
久
保
へ
。

最
初
は
友
達
も

い
な
く
て
寂
し

い
思
い
を
し
て

い
ま
し
た
が
、

猫
ち
ぐ
ら
作
り

を
始
め
た
こ
と

で
友
達
が
で
き
、

猫
ち
ぐ
ら
に
夢

中
に
な
っ
て
い

き
ま
し
た
。
旦

那
さ
ん
が
病
気

に
な
っ
た
と
き

も
い
つ
に
な
っ

た
ら
良
く
な
る

の
か
と
い
う
暗
い
気
持
ち
を
猫
ち

ぐ
ら
づ
く
り
に
救
わ
れ
ま
し
た
。

介
護
で
忙
し
い
合
間
を
見
つ
け
て

行
う
ち
ぐ
ら
作
り
は
、
日
々
の
苦

労
を
忘
れ
る
こ
と
が
出
来
る
瞬
間

で
し
た
。

 

現
在
は
、
自
宅
で
の
作
業
の
ほ

か
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
行
く
週
２

日
を
情
報
セ
ン
タ
ー
で
猫
ち
ぐ
ら

作
り
を
し
ま
す
。
情
報
セ
ン
タ
ー

は
気
の
合
う
友
達
と
集
ま
る
大
切

な
場
で
、﹁
情
報
セ
ン
タ
ー
で
の

作
業
は
、
競
争
を
し
な
い
か
ら
気

持
ち
が
穏
や
か
に
な
る
。
人
の
う

わ
さ
話
な
ん
か
は
絶
対
に
し
な
い

で
す
よ
。
ち
ぐ
ら
作
り
は
、
急
い

だ
ら
ダ
メ
。
気
持
ち
を
平
ら
に
し

な
い
と
凸
凹
に
な
っ
て
形
に
現
れ

る
ん
で
す
﹂
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

気持ちを平らに穏やかに！
〜 猫ちぐら作りに助けられて 〜

おはなしのかい
17日は17日は おはなしのかい

毎月第３土曜日です

　本格的な冬の到来を迎えました。クリスマス、お正月などイベントが盛りだくさんですね。図書室にはタイムリーな本、
雑誌もあります。また、新潟県立図書館より、300冊の本を
借受けました。是非、足を運んでみてはいかがでしょうか。

高田〜沢〜女川 方面 ………
大島〜片貝〜大石 方面 ……………

毎週水曜日がお休みです。平日は、13時〜17時30分まで、
土・日・祝は、9時～17時まで開館しています。

「まとめて作って温めるだけつくりおきスープ」
市瀬　悦子/著

「げたに  ばける」
新美　南吉／作

　お母さんたぬきが子どものたぬきにばけ
ることを教えていました。子どものたぬき
はげたにばけることがとても得意でした。
そこで、げたにばけて木の下にころがって
いると、そこへ侍が通りかかって・・・。

　本書では、３つのつくりおきスープを紹介し
ています。
　野菜不足を感じるとき、寒い日に体を温めた
いとき、なんとなく胃や腸の不調を感じるとき、
体にやさしいスープを作ってみてください。

☆新潟県立図書館より、300冊の本を借受けました！！
① 受賞セット……………100冊

② インドアセット………100冊

③ くらしセット…………100冊

★貸出期間は１月10日までです！この機会にぜひご利用ください★

家族みんなでの参加も大歓迎！無料です！絵本の読み聞かせとプチ工作！！

10（土）25（日）
17（土）
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

橋

礼

人
さ
ん

︵
関
川
中
学
校
２
年
・
下
関
︶

　10月15日、16日の新潟県縦断駅伝に村上チー

ムの選手として出場した橋礼人さんに話を聞き

ました。

−陸上を始めたきっかけは？

　４年生の時に、何かスポーツを始めようと考え

たのですが、僕は球技全般が苦手でした。そこで

友達と一緒に駅伝大会や陸上大会に出て楽しかっ

たこともあり、走ることなら僕でもできると始め

たのがきっかけです。

−県縦断駅伝に出場した感想は？

　新潟県全域で選ばれた中学生たちと同じ区間を

走り良い刺激を受けましたし、村上地区の代表の

一員として走ることで貴重な経験ができました。

ただ、力不足も感じたので、もっと練習をして来

年もう一度出場したいと思っています。

−マラソンや駅伝の楽しさはどんなとこですか？

　たくさん練習を積むことによって、やった練習

のすべてが記録会や大会などの結果にはっきりと

反映されるところです。また駅伝ではタスキをつ

なぎながら、いろいろな年代の人たちとチームと

して一つの目標に向かって走れることです。

−将来の夢を聞かせてください。

　将来何をしたいかは、まだはっきり決まっては

いないので、中学、高校での学校生活でいろんな

経験を通して決めたいと思います。ただ、陸上は

村の駅伝大会や関川マラソンなどに参加して、こ

れからも続けたいと思っています。
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■
期
日
　
10
月
15
日

■
会
場
　
グ
リ
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ン
パ
ー
ク

　
　
　
　
荒
川
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

■
成
績

︱ 

ス
ポ
少
の
部 

Ⅰ
部 

︱ 

▽
第
２
位

　
佐
藤
に
こ
︵
６
年
・
下
関
︶

　
大
島
千
空
︵
６
年
・
上
野
新
︶

︱ 

ス
ポ
少
の
部 

Ⅱ
部 

︱

▽
第
１
位

　
橋
本
愛
里
紗
︵
６
年
・
南
赤
谷
︶

　
河
内
駿
輝
︵
５
年
・
沢
︶

▽
第
３
位

　
圓
山
実
由
︵
６
年
・
下
関
︶

　
佐
藤
七
海
︵
６
年
・
辰
田
新
︶

︱ 

ス
ポ
少
の
部 

Ⅲ
部 

︱

▽
第
２
位

　
近
　
愛
理
︵
３
年
・
上
関
︶

　
佐
藤
優
衣
︵
３
年
・
朴
坂
︶

大
会
結
果

＊
敬
称
略

荒
川
体
育
協
会
創
立
記
念

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

日　時　平成28年12月４日（日）

　　　　午前10時15分〜午後３時

会　場　イオンモール新潟南　１階スカイコート

内　容　人権擁護委員による紙芝居、N I E ’Sによるス   

　　　　テージライブ、脳性マヒブラザーズ・中村博

　　　　和さんによるトークショーなどのステージイ

　　　　ベントのほか、新潟アルビレックスＢＣ選手

　　　　サイン会、押し花しおり作り体験教室など

　　　　（いずれも参加無料・申込不要）

その他　平成28年12月３日（土）から12月11日（日）まで

　　　　１階マリンコート横にて「じんけんパネル展」

　　　　を開催します。

問い合わせ先

　　　　新潟県福祉保健部福祉保健課人権啓発室

　　　　☎ ０２５（２８０）５１８１

　　　　又はインターネット「新潟県  人権」で検索

人権を大切にする県民のつどい

 村での看護学実習に来ていた新潟医療福祉大学の看

護学生が、大島集落で健康懇談会を行いました。学生

は村と県を比べて高血圧症の人の割合が多いことや、

高血圧予防に大切な減塩の工夫についてを話しました。

　参加者は、学生手づくりの３食の模型を使って食生

活を振り返り、減塩について考える機会となりました。

「目標は１日10ｇ未満！減塩で高血圧予防」

看護学生が健康懇談会開催

訂
正
と
お
わ
び

　
先
月
号
の
大
会
結
果
に
掲
載
さ
れ

た
﹁
全
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
選
手

権
大
会
﹂
の
﹁
︱
70
歳
以
上
４
×
１

０
０
リ
レ
ー

︱
﹂
は
、﹁
︱
70
歳
以

上
４
×
４
０
０
リ
レ
ー

︱
﹂の
誤
り

で
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
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水菜と納豆の簡単サラダ
　骨粗しょう症予防に効果的！ビタミンＫたっぷ

りの水菜と納豆でできる簡単サラダです。

153

関川村食生活改善推進員 の皆さん

・水菜　２把　・引き割り納豆　１パック

・長いも　50g

【A】

・みりん　大さじ１　・しょうゆ　大さじ１

・酢　小さじ１　・水　大さじ１

・かつお節　少々

① 水菜は３〜４㎝の長さに、長芋は細切りにする。

　 みりんは電子レンジもしくは鍋で加熱してアル

　 コール分を飛ばす。

　 【А】と引き割り納豆を和える。

② 水菜の上に長芋と①の納豆をのせ、かつお節を

　 振りかける。
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◆
食
欲
の
秋
…
？

　
冬
が
や
っ
て
き
ま
し
た
☆

　

10
月
18
日
〜
20
日
の
三
日
間
、

日
本
橋
の
ブ
リ
ッ
ジ
新
潟
に
て

関
川
村
の
物
産
展
が
行
わ
れ
ま

し
た
！

　

会
場
に
は
お
米
や
お
肉
、
お

酒
と
い
っ
た
関
川
村
の
美
味
し

い
も
の
が
ず
ら
っ
と
並
び
、
会

場
内
が
長
時
間
人
で
溢
れ
る
状

況
が
続
く
ほ
ど
の
大
盛
況
で
し

た
。
﹁
く
る
み
が
お
や
つ
に
ち

ょ
う
ど
い
い
﹂
と
た
く
さ
ん
購

入
さ
れ
る
方
や
、
毎
回
物
産
展

に
来
て
は
車
麩
を
買
っ
て
い
る

と
い
う
方
。
物
産
展
に
来
ら
れ

る
方
一
人
ひ
と
り
が
販
売
品
を

通
じ
て
関
川
村
を
感
じ
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
の
が
伝
わ
る
イ
ベ

ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

◆
学
園
祭

　

10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、

Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
学
生
が
所
属
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
大
学
で
学
園
祭
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
！

　

学
園
祭
の
展
示
ブ
ー
ス
で
は
、

Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
の
団
体
紹
介
や
活

動
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
た

く
さ
ん
の
来
場
者
の
方
に
関
川

で
の
活
動
に
つ
い
て
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

☆
今
月
の
せ
き
か
わ
っ
こ
☆

 

◎
あ
い
う
え
お
作
文

　
　
せ
　
せ
き
か
わ
へ

　
　
き
　
き
っ
と

　
　
か
　
か
え
る
よ

　
　
わ
　
わ
た
し
の
第
二
の

　
　
　
　

故
郷

︿
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
﹀

◎
名
前
…
向
井　

楓

　
　
　

︵
関
西
大
学
３
年
︶

◎
出
身
地
…
生
ま
れ
も
育
ち

　

も
京
都
の
女
☆

◎
好
き
な
芸
能
人
…
石
原
さ

　

と
み
に
な
り
た
い
。

◎
Ｙ
Ｏ
Ｕ
は
何
し
に
関
川
へ

　
？
…
大
好
き
な
み
ん
な
と

　

美
味
し
い
お
酒
を
飲
む
た

　

め
で
す
っ
！

国際ボランティア学生協会

IVUSA 通信

関川村文化祭
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　今月は、スポ少ソフトテニスで活躍している
橋本愛里紗さん（６年・南赤谷）を紹介します！

キラリ
輝く☆せきかわっ子たちキラリ
輝く☆せきかわっ子たち vol.61

　ソフトテニスを始めて２年目。最初は難しか
ったけど、今はコツもつかんで楽しくなったと
いう愛里紗さん。10月には大会で初優勝。大勢
の応援を受けた決勝戦は、気持ちが盛りあがっ
て最高の気分だったそうです。たえず笑顔で練
習する姿にテニスの楽しさが伝わってきました。

　昨年の途中から始めて、あっ
という間に上手になりました。
今は、副部長として活躍してい
ます。これからもみんなが憧れ
るような選手を目指して頑張っ
てください。

指導者の木島恵理さん
（沢）から愛里沙さんへ・かわいくて明るい

・おしゃべり上手
・いつも笑顔でテニスが上手

友達から見た愛里沙さんは？

　テニスの選手かデザイナー
になっていたい。

10年後の自分は？

強い村上のチームに

勝てるようにがんばりたい！

今月も日本一（伊藤直輝投手）を伝え
ることができました。私の尊敬する野球
指導者の方ですが、７年前の甲子園決勝
戦の映像を今も観るそうです。何度も観
ていると、いつかあの若林尚希さんのサ
ード強襲ライナーが抜けて逆転優勝をす
るのではないかと思えてくるそうです。
遂に…。伊藤直輝選手、日本一本当にお
めでとうございます。
　みなさん、今年も残り１ヶ月となりま
した。１日１日大切にしましょう。（と）

ゆ　い　な

ゆ　　　い

平成28年10月末現在　（　）は前月対比

世 帯 数　　1,957世帯（−１）
総 人 口　　5,930 人（−11）
　 男 　　　2,840 人（−６）
　 女 　　　3,090 人（−５）

転入　 ８ 人　　転出　８ 人

出生　 ４ 人　　死亡　15 人（　　　　　　　　）

●10月16日〜11月15日までの届出●

ごめい福をお祈りいたします

本間シズエ　さん　　92歳　　安　角

山口　　巖　さん　　82歳　　上土沢

近　　松次　さん　　90歳　　大　島

渡邉　秀夫　さん　　66歳　　高　田

須貝　　一　さん　　90歳　　中　束

須貝　ミヱ　さん　　87歳　　高　田

佐藤　新市　さん　　87歳　　朴　坂

長田　幸子　さん　　87歳　　下　関

新野　新作　さん　　90歳　　南赤谷

加藤　トヨ　さん　　85歳　　内須川

渡邉　深雪　さん　　83歳　　大　島

お誕生おめでとうございます

由依菜ちゃん（女）　下　関

　　　　　　二瓶　満・優さん

結　彩ちゃん（女）　中　束

　　　　　　伊藤　賢・たか子さん

す え な が く お 幸 せ に
　須　貝　祐　介　さん　　荒川台　
（佐　藤）裕　子　さん　（幾　地）

橋正弘さん　葉子さん（大石）

葉 澄ちゃん（５歳）

は　 すみ

社会人野球
　日本選手権で優勝

！

　
葉
澄
は
、
３
人
兄
妹
の
少
し
歳
の
離
れ
た
末
っ
子
。
家
族
み
ん
な

に
か
わ
い
が
ら
れ
て
い
ま
す
。
か
わ
い
く
て
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
と
、

元
気
な
声
が
我
が
家
の
毎
日
を
明
る
く
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
は
っ
ち
ゃ
ん
ら
し
く
、
明
る
く
元
気
に
、
そ
し
て
い

つ
ま
で
も
人
を
思
い
や
れ
る
子
で
い
て
ね
。


